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はじめに 

本稿は、芸術活動が地域共同体の中にいかに

して新たな共同体の構築を引き起こすのかを明

らかにするものである。特に地域住民が芸術活

動に参加することで生じる意識の変容について

大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレを

切り口として論じていく。 

1980 年代に入り、日本の都市と地域の格差が

改めて問題視されるようになった。その中で地

域の活性化を促すために、芸術活動を介入させ

る試みが始まった。1980 年代以前は主に、芸術

家が特定の場所に滞在して制作をするという形

の地域と芸術家の関わり方が一つのパターンと

してあった。さらに、展覧会の新しいやり方と

して野外展示も行われるようになり、新たな展

示を通じた地域との関わりが生まれた。それ

が、1990 年代に入ると、地域芸術の焦点は、単

に芸術家の作品創造に注目するだけでなく、地

域環境に基づく作品創造へと移行した。これは

作品を地域の新たな資源として地域観光経済の

推進に活用する機会にもなる。しかし、それに

とどまるものでもない。とりわけ、地域環境に

基づいて、芸術家が創作する以上に地域住民が

参加できる芸術活動が増えたことは重要であ

る。芸術と地元の日常生活が深く結びついた新

たな形式が生まれている。具体的な事例として

は、2000 年に開始された「大地の芸術祭越後妻

有アートトリエンナーレ」（以下、大地の芸術

祭）は、最も長く続いている地域芸術祭であ

り、日本の地域に芸術が介入する多様な芸術形

式を包含している。 

地域での芸術のありかたの変遷に伴い、芸術

の概念も幅広くなっている。ミウォン・クォン

は「サイト・スペシフィック・アート」の概念

を分析した。彼女によると、現在の地域に入り

込む芸術は、芸術作品自体の形状を超えて「場

の概念は具体的な物理的位置から離れている1」

とされている。初期の作品は物理的な空間との

融合が強調されていたのに対して、地域社会、

文化、経済といったものを相互作用へと変化し

てきたと述べている。また、グラント・ケスタ

ーは実際に行われている参加型の芸術活動の事

例を分析し、人々が実践行動に参加することで

「権力と主観性との構造についての新しい、こ

れまでの規範とは異なる洞察を生み出す能力2」

が湧いてくると指摘している。これにより、

人々は生活を再考し、生活に対する客観的な省

察を生むことができるとしている。したがっ

て、これらの観点をもとに、芸術家と地域共同

体の関わりを考察することは実際有益であろ

う。 

ところで、近年、中国の SNS 上で流行してい

る「儀式感」という言葉は、人々の衝動的な欲

望の追求から豊かな内面的精神意識の養成へと

向かう儀式化された心的状態を示している3。具

体的な使用例としては、「儀式感が生活をただ

の生存ではなく、生きがいある生活にする4」と

いう言及がよく見られ、日常生活への影響が強

調されている。しかしながら、現在の「儀式

感」に対する関心は個人の生活レベルの影響に

留まっており、儀式感が地域共同体にどのよう

な影響を及ぼすかについてはまだ十分に議論さ

れていない。一方、地域芸術活動は参加者に新

たな集団活動のきっかけを提供することとなっ

た。多くの地域で行われる芸術活動は「地方名

＋芸術祭」の形で名付けられている。このこと

から、人々は地域の芸術活動を意図的に伝統的

な儀式と関連付け、次第にそれを現代社会にお

ける新たな「儀式」行為と位置づけられている

のではないか。と同時に、地域芸術活動への参

加が住民の新たな地域意識を生み出すことは、

新たな共同体を形成するための持続的な推進力

となる可能性があると推測できる。この点を検

証するため、「儀式感」を取り上げ論じていき

たい。そうすれば、人々が芸術活動に参加する

中で生じる新たな意識の影響をより正確に述べ

ることができると考える。 

本稿は、三章から構成されている。まず第 1

章で「儀式感」の概念を説明し、ジェーン・E・
ハリソンが提唱する芸術と儀式の関係論に基づ

き、地域芸術活動が人々の日常生活にどのよう

に内的な精神性の意識転換をもたらすかを考察

する。アルノルト・ファン・へネップの通過儀

礼に基づき、ポジティブな影響が生まれる要因

を検討する。さらに、地域芸術活動における

「儀式感」の概念を要約する。続いて第 2 章

で、「儀式感」の視点から長期にわたる「大地

の芸術祭」における地域と芸術のかかわり方を

考察する。最後に第 3 章で、「大地の芸術祭」

の実施過程における具体的な事例を分析し、芸

術活動に参加することで生じる住民の「儀式

感」の三つの段階的な変容と、各段階での「儀

式感」の影響による共同体形成の特徴を総括

し、最終的には、現代社会における地域への芸

術活動が地域に新たな共同体を形成するための

推進力となるその過程を論じる。

第１章 地域芸術活動における「儀式感」 

第１節 伝統儀式と地域芸術活動 
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ハリソンは『古代芸術と祭式』の中で、儀式

は大いに恒久的な必要物であると指摘した。

「多くの者、おそらくわれわれの大多数は、何

らかの集団的祭式の媒体の中、文字どおり中間

的場所においていっそう自由に呼吸する5 」と

述べている。原始社会以降、儀式は思想的・文

化的機能を果たすための重要な手段であり、宗

教、民族、政治体制のすべてが構築される際に

何かしらの儀式システムが必要である。人々は

儀式を通して集合的記憶を受け継ぎ、文化への

共感を生み出してきた。この意味で、儀式は

人々の日常生活にとって不可欠な一部であり、

生活の至るところに関わっている。しかし、伝

統的な儀式が持つ精神的な意味合いは表面化し、

その形式も形骸化している。その結果、伝統的

な儀式は地域生活の中で徐々に影響力を失って

いる。それにもかかわらず、人々の儀式に対す

る欲求は依然として存在し、それは人々が現代

社会において自発的に現代生活に適合した儀式

行為を探究することを促すのである。 

  北澤潤は「『もうひとつの日常』を生み出す

アートプロジェクトに関する研究」において、

儀礼論の視点から、芸術活動は日常生活の「小

祭」であり、人々が芸術活動に参加する過程で

日常とは異なる自己体験を得て、生活に対する

「内省」を引き起こすと述べている。それによ

り、芸術活動は人々の「もう一つの日常生活」

になると主張している6。同時に、市川寛也は地

域における芸術活動と儀式の結びつきについ

て、次のように述べている。

アートプロジェクトの多くが都市部のみな

らず農村でも受け入れられている背景には,

共同制作の場を起点に据えた擬似的な祭り

の再生があるからなのかもしれない。そこ

では芸術が芸術として自立するのではなく,

日常生活の延長線上において芸術に関わる

機会が創出されていく7。

これらの芸術活動と伝統的な儀式の関係につ

いての議論は、芸術活動が地域生活の新たな儀

式としての可能性を示唆している。具体的には、

地域住民が芸術活動に参加し、生活に対する情

緒を吐露し、最終的に集団の属性を持つ芸術制

作行為を共同で創造する。このような集団的な

行為は、現代生活の儀式活動と類似していると

言える。 

一方、人々に日常生活の価値を見直せるよう

導くという点において地域芸術活動には伝統的

な儀式とは異なる重要な意味がある。この点に

関して、ハリソンは「見物人」の態度が芸術と

儀式を区別する重要な要素であると指摘した8。

ここで言及された「見物人の態度」について、

次のように説明している。 

芸術の主要機能は情緒を緊張化することで

あるが、しかしわれわれが感じないならば、

思索も行動もしないということも実質上確

実である。しかも芸術観および芸術家の想

像の世界においては実際的運動反応が切り

はなされるのみでなく、知性が情緒の中に

みなぎってゆき、ある程度情緒に従属する

ことも真理たるを失わない。されば芸術の

一つの機能は想像および精神に糧を与え、

これを守り育て、これによってまた人間生

活の総体を高大ならしめ旺盛ならしむるこ

とである9。 

したがって、芸術は「見物人」が儀式に参加

する空間から飛び出し、自らの行動から切り離

し、物事の本質に対して一定の距離感を保ちな

がら考えを巡らせることを可能にする。これに

より、「見物人」の内在的な精神レベルで日常

生活の価値を考えさせることができる。 

以上を踏まえると、地域芸術活動が住民に儀

式行為のような集団参加性を提供することは確

かであるが、それが地域の現代生活の新たな儀

式行為とまったく同一であるとは言えない。つ

まり、二つの間には一定の距離が存在するので

ある。その距離が生まれる原因は、活動に参加

した人々が日常生活を再考察した結果、地域に

対する新たな意識を生み出すからではないだろ

うか。次の節では、この新たな意識すなわち

「儀式感」について分析する。 

第２節 日常生活を再考させる「儀式感」 

アルノルト・ファン・へネップの通過儀礼の

理論において、彼は通過儀礼が人々を人生の新

たな段階へと導くプロセスを描写している（図 1

参照）。このプロセスは通常、3つの段階で構成

されている。まず、「分離」の段階で、個人は

儀式的に社会から排除され、次に「過渡」の段

階で一定期間隔離され、最後に「統合」の段階

で新たな地位を獲得して日常社会に溶け込む。

ヘネップが強調する「過渡」の段階とは、人々

が日常生活から切り離された時空の構築である。

ヘネップは「過渡」の段階を次のように説明し

ている。

聖非聖の二つの地域を通過する者は、肉体

的にも、呪術的にも、一定期間、特別な状

況に置かれる。つまり彼は二つの世界の間

を彷徨っているのである。私がマルジュ

（過渡期）と呼ぶのはまさにこの状況であ

る10。 
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この時空間では、人々は通常の社会的行動パ

ターンから解放され、日常生活であらかじめ設

定された社会的役割から離れることができる。

新たな知識を得て新たなアイデンティティを受

け入れる可能性がある。

一方、中国社会においては「儀式感」という

言葉が近年よく使われて、活動参加後に感じる

心理的変化を概括している。例えば、王暁丹は

「儀式感」とは、儀式あるいは儀式性のある出

来事に人間が実際に参与・観覧することで、 特

定のコンテクストに入って、自身の認知・情

感・行為の三者が一体になる時に生じた混沌的

な心理状態であると定義している11。崔露什は儀

式感とは、人々が儀式活動中に経験する感性の

体験であり、美学または感性学の概念として、

その意味は非常に豊かであり、美的な活動と儀

式行動との美的な関係だけでなく、儀式感は複

数の美的な形態を持っていると説明していた12。

また、郭軼佳は「現代中国社会における「儀式

感」の研究-高度スぺクタクル社会と写真 」の

中で、儀式感は、高度スペクタクル社会の中で、

個人の意思によって完全な理性的思考の空間を

求める欲求であり、現代人の一種の自己調節機

能、自己解放活動と見なされることを明らかに

したと指摘している13。 

以上の見解は、それぞれ異なる分野からのも

のであるが、いずれも「儀式感」の以下のよう

な特徴に言及している。まず、「儀式感」は、

伝統的な儀式によって生み出されるものではな

く、現代性によって特徴づけられるものである。

次に、「儀式感」の形成は、人々が現実の日常

生活と切り離された「空間」の中に入ることに

よって生み出されるものであり、それは日常生

活に対する新たな意識が生まれることである。

そして、この新たな意識は、人々の日常生活に

対する態度に影響を与えるのである。 

したがって、上述した理論に基づくなら、地

域で展開される芸術活動とは、「過渡期」を人

為的に創造するものであると言えるのではない

か。そして、「過渡期」の中で参加者が日常生

活を再思考することにより、日常生活に対する

新たな意識が生まれ、それは参加者に与えられ

る芸術活動の「儀式感」ことである。具体的に

は（図 2 参照）、参加可能な芸術活動が地域に

介入することにより、人々は日常生活に対する

一般的な日常生活の意識（段階 A）から芸術活

動が創造する「過渡期」（段階 B）へと移行す

る。そして段階 B では、芸術活動を通じて日常

生活の意味を改めて解釈し、日常生活と芸術活

動の境界が曖昧となる。このことを通して、参

加者はこれまで当たり前に受け入れていた日常

生活を問い直し、日常生活に本来の機能や実用

的な目的を超えた新たな解釈を与える。その結

果、参加者は本来の A という意識状態から脱却

し、日常生活の再認識を通じて、これまでとは

異なる新たな意識を創造することができる。こ

の新たな意識が「儀式感」と言える。しかしな

がら、「儀式感」は人々の主観的な認識と密接

に関連しているため、芸術活動への参加度が増

すにつれて、「儀式感」は変容することがある

と考えている。例えば、芸術活動が人々の日常

生活における非日常的な活動としてのみ行われ、

芸術活動によって生じる日常生活への一過性の

「儀式感」は、活動が終了すると次第に弱まり、

最終的に人々は既存の日常生活に徐々に戻るだ

ろう。しかし、芸術活動に参加する中で、「儀

式感」が一過性から日常生活に対する持続的な

「儀式感」に変化するならば、その「儀式感」

の影響下で、人々の日常生活はある程度変化す

る可能性がある（段階 C）。次の章では、調査

事例を踏まえながら地域芸術活動が生み出す

「儀式感」がどのように変容し、その変容が地

域住民の日常生活にどのような影響を及ぼすか

を具体的に分析していく。 

第２章 「大地の芸術祭」での地域と芸術 

20世紀 90年代から、日本は地方地域の振興に

注目し始め、地域を新たな芸術の展示空間と見

なし、芸術を地方地域の住民の日常生活に融入

させる試みが始まった14。その中で最も長く続け

られているのは、本論文で選択した 2000 年から

新潟県十日町地域で続けられている大地の芸術

祭である。 

この地域は、5000 年前の縄文土器文化や独特

の棚田耕作、機織り技術が育まれた地域である。

ここは日本に典型的な中山間地域の地理条件を

持ち、世界でも有数の豪雪地である。特に大地

の芸術祭が開催される十日町地域は、平均積雪

が 2 メートルに達することもある。さらに、日

本の東京一極集中が進む戦後の高度成長期やバ

ブル期の影響により、地域は過疎と高齢化など

の問題に直面している。このような自然環境と

社会背景の影響により、地域の産業経済の開発

は困難であり、地域の自然文化資源は十分に利

用されていない。 

そこで、地域を振興させるために、1994 年に

地域は「ニューにいがた里創プラン」が提案さ

れた。このプランは、広域市町村が連携して行

う個性的な事業に対して新潟県が支援すること

で、広域連携と地域活性化を目指す事業である。

地域の食、雪、伝統文化などの資源を核に、こ

れらの資源の付加価値をどのように増加させる

かを考え、その基盤の上で「芸術」が有効な手

段であると考えられた。その結果、1996 年に地

域は「越後妻有芸術のネックレス整備構想」を

提出された。大地の芸術祭は、この構想の中で
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核心プロジェクトとしてスタートした。地域は、

芸術家の視点を借りて地域の魅力と資源を再発

見し、芸術の介入によってそれらを活性化し、

地域の魅力を高め、交流人口を拡大することを

期待していた15。 

当時、芸術を活用して地域を振興する成功事

例はなかったため、芸術祭の初期の企画段階で

は、「湯水の如く税金を使うな。前衛芸術で産

業経済活性化できるか16」という地域住民の疑問

の声もあった。しかし、芸術祭が開催され続け

るにつれ、芸術家たちは地域の校舎、農家、棚

田、河川、森林などの資源を活用して作品を制

作し、永久的または一時的な芸術作品を地域全

体 760 平方キロメートルに散在させ、それらが

地域の新たな文化資源となり、地域に一連の変

化がもたらされた。表 1 に示されている通り、

2000年の第１回芸術祭から2022年の第８回まで、

人々と地域とのつながりは全体的に上昇傾向に

ある。例えば、参加村落の数は 28 から 109 に増

加した。また、芸術祭を開催することで地域は

多くの関係人口を育成し、芸術祭に参加した訪

問者や芸術家の多くが芸術祭終了後に越後妻有

地域を自分の「第二の故郷」と見なし、地域と

新たな関係を築いた。これにより、地域には新

しい地域の仕組みが生まれ、「まつだい棚田バ

ンク」（田んぼのオーナー制度）、「NPO 法人
越後妻有里山協働機構」（芸術祭の運営管理を

担当）、「FC 越後妻有スタート」（地域の農業

耕作を支援）などが設立された。芸術祭がもた

らした地域の変化に伴い、大地の芸術祭は日本

の地域芸術の代表的なモデルとなり、その影響

は日本国外の他の国や地域にも広がった。 

一方、日本各地で大地の芸術祭を参考にして

芸術を地域に取り入れる試みが行われているが、

一部の地域で開催される芸術祭は短期間で終了

し、持続性がなく、最終的には活動が停止する

現象が見られる。$表 2 に示されているように、

これらの芸術祭でも芸術家の作品を地域と結び

つけて展示しているが、大地の芸術祭のように

持続的に発展しているわけではない。地域に芸

術作品が導入されるが、大地の芸術祭のように

持続的に発展しない理由について、筆者は大地

の芸術祭の芸術形態を区別することによって考

えてみたい。 

大地の芸術祭では芸術家が創作した具体的な

芸術作品が外部の訪問者から特に注目されるこ

とが多い。例えば、棚田や草刈などの野外で展

示される実物芸術作品は、地元の住民が外部の

訪問者や芸術家との関係を生むきっかけになる

こともある。しかし、これらの鑑賞の対象とし

ての芸術作品だけでなく、地元の住民と芸術家

の関係構築を中心とした芸術活動も多く存在す

る。例えば、地元の住民と芸術家が共同で行う

ワークショップやパフォーマンスイベントなど

である。これらの芸術活動は、大地の芸術祭の

長期的な開催中に特に注目に値する。

したがって、芸術作品を単に鑑賞の対象とし

たり、観光サービスの発展と外部の観光客の誘

引によって、地方経済の発展を期待したりとい

う面からの芸術利用は、人々に日常生活におけ

る一時的な感覚の刺激を提供するだけである。

筆者は、芸術が地域に導入される際、重視すべ

きは芸術作品自体ではなく、芸術活動への参加

を通じて、地域や日常生活に対する既存意識を

変容させ、地域に対する再考を促すことである

と考える。これこそが筆者が前章で述べた「儀

式感」である。芸術活動に参加する過程で人々

が地域を探究する主体意識を刺激し、人々の地

域に対する新たな意識を再構築する。この意識

は芸術活動の変化とともに変化し、最終的に

人々の日常生活を変え、持続可能な地域発展モ

デルを形成すると考える。筆者は、第三章で大

地の芸術祭の芸術活動が引き起こす「儀式感」

の変化を具体的に分析し、それが地域共同体の

構築にどのような具体的な影響を及ぼすかを探

究していく。 

第３章 「儀式感」が地域共同体に及ぼす影響

に関して 

第１節 受動的な芸術制作への参加に基づく一

時的な共同体の形成 

大地の芸術祭は 2000 年に始まった。第一段階

では、地域住民たちは主に、アーティストの指

示のもとで、アーティストの作品の完成を助け

ることにより、芸術祭の活動に参加していた。

この段階における、芸術活動への受動的な参加

が引き起こす意識の変容は「『儀式感』の第一

段階」と呼ぶことができるのではないかと思わ

れる。本節では、この段階における、人々が芸

術活動の過程で感じる「儀式感」と、その影響

で形成される共同体について分析を試みるもの

である。まず、2000 年の第一回大地の芸術祭の

過程で、地域住民が参加して協力して展示され

た代表作品「風のサブロウサマに会えるか」を

取り上げる。 

「風のサブロウサマに会えるか」は、日本の

アーティスト岡部昌生が 2000 年の大地の芸術祭

で展示した作品である。岡部は、この地域特有

の自然と歴史、農業や棚田の稲作、自然神信仰

や民俗など、他の町では得られない豊かな文化

をフロッタージュという技法を用いて表現し、

大地の芸術祭に集う多くの人々に紹介したので

ある。フロッタージュを用いた芸術作品の意義

について、彼は次のように語っている。
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この地の歴史と繫がり、かつてここに在っ

た人たちとも繫がり、多くの人と連携して

美術する視野を持った。共同作業によって

歴史の一部が掘り起こされ、手に触れる過

去を現在に移し/写しながら、擦りだされた

断片の記憶から歴史というものを読みなお

す視点も、同時にもつのではないだろうか17。 

岡部の作品制作は、地元の人々の協力により、

地元の農機具や生活用具を素材として活用する

ことを前提としていた。2000 年 1 月、岡部は松

之山に到着し、まず始めに地元のボランティア

に今回の作品制作に使用するフロッタージュ技

法の説明を行った。その後、地元のボランティ

アの協力を得て、地元の家庭から作品制作に必

要となる古い農機具や生活用具などを集めた。

2000 年 8 月 17 日から 20 日までの間に、地元の

小学生から高校生までを含む地元の住民が合計

で 200 人以上が岡部の作品制作に参加した。地

元から集めた農機具や生活具の中から好きなも

のを選び出し、参加者は松之山地区の屋外空地

で、フロッタージュ技法を用いて鉛筆や墨で物

品の形状を A4 用紙に摺り取った。活動期間の 4

日間で、参加者は平均して一人あたり 30から 40

枚の作品を制作した。4日間の作品制作の終了後、

すべての作品はファイルに綴じ屋外に大地の芸

術祭の期間中展示された。 

十日町地元出身の道畑進と彼の妻は、ボラン

ティアとしてこの活動に参加し、彼は活動が終

了した後以下のように語った。

私達ボランティア仲間と地域の人達、そし

て町行政が一体感をもった 4 日間でもあり

ました。特に子供達が昔の農機具、生活具

に触れるとともに古い信仰のかたちを学ん

だことの意義は大きく、過疎化が進む地域

の人達に一種の安堵感を与えました。それ

を思うとき、この芸術祭が地域にとって価

値あるものであったことを強く感じます18。 

道畑の感想からわかるように、地元住民は芸

術的視点で日常生活と関する農機具や生活用具

を観察することにより、日常生活を再認識する

新たな契機が提供されたのである。これにより、

活動参加者は作品制作を指向する新たな一時的

な共同体を形成したと言える。活動の過程で互

いに交流し、異なる組織に所属するボランティ

ア、学生、行政職員が共同で協力し、相互に調

整し、人々が日常的に使用する生活用具を表現

主題とする芸術作品を一緒に完成させた。この

ように、芸術活動に参加した後、参加者の地元

の日常生活に対する気持ちが変わるという現象

は、大地の芸術祭が地元で継続的に開催される

につれて一層顕著となった。 

かつて「苦労しているから、棚田の耕作を止

めたい」と言っていた「おじいさん」が、2003

年の大地の芸術祭の終了後、新潟県都市局都市

政策課の渡辺斉の手を握り、「嬉しかった、頑

張って続けることにしたよ」と言った19。このよ

うな参加者の変化が渡辺に影響を与え、彼は次

のように語った。 

アートが触媒になって背後にある圧倒的な

山里の自然、先人の労苦の賜である棚田や

集落の力と美が全国からの来訪者に発信さ

れたことを、そして彼らとのふれあいを通

じて地元の人々に自らのふるさとの力が反

射されたことを強く感じました20。

また、松代町福島出身の美濃和英也は、同じ

く 2003 年の大地の芸術祭が開催された後、自身

の故郷を外部の人々に紹介する際の気持ちが変

化したことを次のように述べている。 

【大地の芸術祭開催前（筆者補足）】地域を

紹介する時は決まって開口一番「豊かな自

然」というのが常套語のようになっており

ますが、「豊かな自然」というには何かが欠

けており、自然が生かされていないような

気もします。ところが第 2 回大地の芸術祭

が、その欠けていた「何か」を的確に捉

え、平凡な山や緑の地形を「豊かな自然」

へ大きく変えてくれました21。 

以上の例は、まさに「第一段階における『儀

式感』」と呼べよう。これは次のプロセスによ

って形成されるものである。地域住民は、芸術

家からの地域に対する理解に沿って行動し、芸

術家の指示を受け、芸術作品の制作を補助す

る。芸術作品の制作に直接参加することによ

り、実際の芸術創作活動に鑑賞側としてではな

く、制作側として参加することで日常生活を再

考するプロセスことである。この段階で形成さ

れる儀式感は、地域を再認識する新たな意欲と

してしばしば表現される。具体的には、参加者

が芸術家の指示に従って受動的に日常用品、日

常習慣、日常環境といった固定的な認識から少

しずつ離れていき地域再認識に対する新たな意

欲を生み出すことである。したがって、この段

階の「儀式感」の影響下で形成される共同体

は、芸術活動に参加する期間中だけ存在する一

時的なものであると筆者は推測する。 

この一時的な共同体は、芸術家が主導し、地

元の参加者は比較的受け身の立場で芸術活動に

参加する。この一方向的な関係性で、活動期間
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中のみ存在する一時的な共同体を形成すること

である。具体的には、人々は活動により一時的

に集まるが、活動が終了すると、活動中に生ま

れた「儀式感」は徐々に薄れ、一時的な共同体

の中での参加者間の結びつきも徐々に弱まる。

次の芸術活動に参加して持続的な「儀式感」を

生み出さない限り、参加者は徐々に元の日常生

活に戻る。したがって、第一段階の「儀式感」

の影響下で形成された新たな一時的な共同体の

持続性は弱い。この問題を解決するために、大

地の芸術祭はその後の開催中に、参加者の「儀

式感」を強化するための参加可能な芸術活動を

増やした。一方向的なではありながらも芸術活

動にはそれを頻繁に生み出すことで、次の段階

である持続的な「儀式感」の形成を推進するも

のとなっていく。次節では、この次の段階につ

いて述べたい。 

第２節 芸術家との協働に基づく芸術制作によ

り持続的な共同体の形成 

「儀式感」の形成の第一段階において、地域住

民は受動的に芸術活動に参加し、多くの住民は

大地の芸術祭の芸術家や芸術作品に対してまだ

思い入れがない。芸術活動に参加した一部の参

加者にしか大地の芸術祭に対する認識がない。

しかし、2004 年に突如として発生した新潟県中

越地震の後、大地の芸術祭が展開したサポータ

ーの動きは、地域住民の大地の芸術祭に対する

態度を変えたのである。 

地震が発生した翌日、大地の芸術祭の関係団

体は迅速に芸術家、各種専門家、ボランティア

を集め、元の大地の芸術祭の準備作業を「大地

の手伝い」と称した活動に転換した。これには、

必要な電化製品の送付や話し相手といった被災

者への支援が含まれる。1年間にわたる継続的な

サポーター活動の中で、地域住民の大地の芸術

祭に対する理解は徐々に深まっていき、芸術家

や他の外部サポーターとの人間関係や信頼関係

が築かれたのである。大地の芸術祭総合ディレ

クターを務める北川フラムは、「大地の手伝い」

活動が大地の芸術祭に与えた影響について次の

ように語っている。

この「大地の手伝い」で築かれた人間関係、

信頼関係が、第 3回の 50件におよぶ空家プ

ロジェクトへとつながっていったと言える

だろう。第 1 回では入れなかったプライベ

ートな家の中に、自然なかたちで遂にアー

トが入ることができたのだ22。

「大地の手伝い」活動は、北川が評価したよう

に、人間関係や信頼関係の構築を加速させたの

である。地震後、外部の芸術家が地元の被災し

た家屋を修復し、災害地の子供たちに芸術をテ

ーマとしたワークショップを開催したことは、

地元に物質的な救援や支援をもたらすだけでな

く、芸術を通じて地域住民に精神的な励ましと

支援を提供した。これらの芸術家と芸術活動の

参加者が地元と最初に接触したのは、2000 年か

ら始まった大地の芸術祭であった。6年間の芸術

活動が途切れることなく続けられた結果、人々

の間の信頼関係が次第に積み重ねられ、地域の

人々と外部の人々との交流や関係の深度が増し

ていった。「大地の手伝い」活動をきっかけと

して質的な変化が生じ、つまり「『儀式感』の

第二段階」に移行した。 

この段階において、地域住民は芸術祭への参

加が受動的から能動的へと移行する。筆者の見

解では、この段階では地域住民と芸術家との相

互理解に基づき、双方が協力して芸術作品を完

成させる行為が「協働」であると言える。地域

住民が受動的な参加から主体的な協働へと移行

するにつれて、双方の意識の変革は「『儀式感』

の第二段階」と見なすことができる。筆者は、

この段階における人々の意識と双方の関係の変

化を中心に、「うぶすなの家」という空家プロ

ジェクトを取り上げ、その影響下で生じる「儀

式感」と形成される共同体について分析する。 

2006 年の芸術祭において、大地の芸術祭の関

係団体は新潟県の災後復興の状況を考慮し、空

家プロジェクトを推進し、「うぶすなの家」を

生み出した。この空家は 1924 年に建てられた越

後中門造りの茅葺き民家であり、2004 年の中越

大震災で地盤がずれて壊れ、家主は十日町市街

へ移住した。2006 年の芸術祭期間中、芸術家た

ちは焼き物を用いてこの空家を再生し、陶芸作

品の展示スペースとした。このプロジェクトは

空家の再生だけでなく、地域住民と芸術家との

間に新たな協働の形を示した。この新たな協働

の形は、第一段階で芸術家が地域住民の協力を

必要とし、地域住民が芸術家の創作の意味を理

解できずに芸術活動に受動的に参加していた状

況から、地域住民が主体的に参加し、さらには

自発的に芸術家と共に地元の資源の活用を探究

する。これは「『儀式感』の第二段階」と呼べ

るのではないか。 

この新たな協働の形の影響下で、芸術家と地

元住民は互いに協力して学び合い、それぞれの

意識の変容を引き起こすことができた。空家の

清掃と解体の過程で、芸術家たちは多くの残さ

れた物品を発見し、これらの物品から地域の先

人たちのライフスタイルと暮らしの知恵を理解

し、芸術家自身の生活スタイルを再評価するき

っかけとなった。うぶすなの家のプロジェクト

を担当した建築家の安藤邦廣は、プロジェクト
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に参加した後の彼自身の感想を次のように語っ

た。 

今回の空家プロジェクトは、民家の場の力

に触発されて芸術家が作品をつくれば、そ

れを受けて建築家と職人が民家をつくり変

えるという、協働の取り組みであった。民

家の歴史を読み込む中に、その未来を探る

試みともいえる。その作業の過程で、じつ

は民家が協働の場であり、民家の存続が協

働を呼び込むことが見えてきた。まずそれ

は家族の協働であり、地域の協働である。

また家畜や蚕との協働であり、田畑の作物

や里山の草木との協働である23。 

安藤が使う「協働」は広い。地域住民が芸術

家を支援して空屋の改修を行うことだけでなく、

芸術家が地域住民と協働して、地域の魅力を反

映した季節の料理の開発も含まれる。うぶすな

の家の女将たちは、地元の棚田で生産される米

や山菜などの地域食材を利用し、芸術家の協力

を得て季節の料理を開発し、うぶすなの家の来

訪者に提供する。住民と芸術家の協働により、

2006 年の芸術祭期間中にうぶすなの家は 22,000

人を超える来訪者が訪れ、レストランの売上高

は 1,200万円に達した24。芸術祭の会期が終了し

た後も、うぶすなの家は人気が続いている。女

将の水落静子は、うぶすなの家で料理を作るよ

うになってからの心境の変化について次のよう

に語っている。 

自分たちの地域がとっても良いところだっ

ていう自信はもともとお母ちゃんたちの中

にはあったんだけど、やっぱりテレビとか

ではなく、生でお客さんと話してみて、ち

ゃんと外の人が地域を認めてくれたことで、

自信が確信へと変わりました25。 

「うぶすなの家」の作品において、地域住民

と芸術家が共同で作業を行う中で、外部の家屋

の修復から地元の食材を用いた料理まで、互い

の意識が変化していることが明らかとなる。形

式は何であれ、目的はこの地域のライフスタイ

ルをより多くの人々に理解してもらうことであ

る。「うぶすなの家」によってもたらされた変

化について、北川は以下のような評価を述べて

いる。

明治以降の美術界が切り捨ててきた生活の

美がよみがえったこの空間には、そこで働

く人をも活き活きと魅了する力が備わって

いた26。 

北川が指摘する地域住民が再発見した生活の

美こそが、筆者が議論したいことであり地域住

民が日常生活で感じる「儀式感」と同じものを

指すと言える。この「儀式感」からの刺激が、

地域住民を空家レストランの創造に参加させ、

芸術家と協力して料理を作り、料理を通じて地

元の特色を表現する動きを促進し、外部からの

肯定的なフィードバックを得ることにつながっ

た。これにより、地域住民は受動的な参加から

自主的な芸術活動に移行し、その後の芸術祭で

は芸術家と共に食文化に関連するさらに多くの

芸術活動を展開することとなったのである。 代

表的な例として「上郷クローブ座レストラン」

である。地元の女性たちと芸術家 EAT＆ART 
TARO が共同で創造した芸術作品である。この

作品は、2015 年に廃校となった中学校をリニュ

ーアルし劇場と宿泊施設を備えたパフォーミン

グ・アーツの拠点内のレストランである。地元

の女性たちは芸術家と共に『北越雪譜』の世界

をモチーフにした脚本を作成した。この脚本に

は豪雪地帯の生活が描がれている。これを演じ

ながら津南産の旬の野菜や津南ポークを使った

料理をサーブするという演出で来訪者に提供し

た。これにより、来訪者は料理を味わうだけで

なく、地域住民の演劇を見ることで地元の魅力

をより深く理解することができたのである。

「上郷クローブ座レストラン」の芸術活動に参

加した来訪者の木村覚は、次のように感想を述

べている。 

ただおいしいだけではなく、この土地を胃

袋を通して鑑賞しているかのような気持ち

にさせられる…この土地の未来を想像しつ

つ、日本の未来への想像力をたくましくさ

せる、それこそが 6 回目の大地の芸術祭が

観客に与える最大の土産なのだ27。 

以上の活動事例と実地調査により、「第二段

階で得られる『儀式感』」と呼べるものがある

ことが分かった。これは次のプロセスにおいて

形成されるものである。すなわち芸術家と地域

住民の交流時間が増え、信頼関係が深まると、

双方の関係が互いに理解し、影響し合い、最終

的に協力し合う行動状態に移行するプロセスの

ことである。この段階で形成される儀式感は、

既存の地域資源を積極的に探究し、活用する新

たな意識として表現されることである。具体的

には、芸術活動に参加する地域住民と芸術家双

方が共有感を生み出し、地域住民の地域資源へ

の自信を強化し、地域資源への自信が地域資源

の価値を確信するように変化する。地域住民が

既存の地域資源を積極的に探究し、活用する新

たな意識を引き出すことができることである。
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したがって、筆者は、この段階の「儀式感」の

影響を受けて形成される共同体は、芸術活動の

過程で生まれ、活動の時間外でも一定の持続性

を持つ共同体であると筆者は推測する。 

この一定の持続性を持つ共同体は、芸術家と

地域住民が協同して芸術活動を展開する過程に

おいて、双方向的な関係性に基づき形成される

持続可能な共同体である。具体的には、住民と

芸術家の間に安定した人間関係や信頼関係が形

成され、前の段階から共通認識の下での新たな

共同体へと質的な変化が起こった。同時に、こ

の新たな共同体は双方の協働により相互に関連

し、持続的に安定した発展を遂げる。したがっ

て、この段階の共同体は共同作用の中で徐々に

発展するものである。地域住民が自分たちの地

域に対する意識を変え続けることで、地域の芸

術活動への参加意欲は受動的から主動的へと変

わり、完全に地域住民が自発的に組織する芸術

活動も次々と現れ、最終的には「第三段階で得

られる『儀式感』」へと進行していく。 

第３節 住民が能動的に行う芸術活動に基づく

内発的な共同体の形成 

大地の芸術祭の継続的な開催に伴い、住民た

ちは当初、芸術家の創作に受動的に参加する段

階から、芸術家と協力して芸術作品を完成させ

る段階に至る。最終的には地元の資源と芸術形

態を活用し、日常生活と密接に連携した自発的

な芸術活動を形成する段階へと変化していく。

このような意識の転換は「『儀式感』の第三段

階」と見なすことができるのではないかと考え

る。この段階に至ると、人々は芸術活動の終了

と共に元の生活に戻ることはなく、活動が終了

した後も、活動に参加する中で得られた意識の

転換が人々の日常生活に影響を与え続けるから

である。この段階の「儀式感」の状態、そして

その影響下で形成される共同体を分析するため

に、松代エリアの小荒戸村を取り上げ、住民が

大地の芸術祭の活動に参加した後の変化を中心

に考察する。 

小荒戸村は松代エリアの中部に位置し、2022

年に大地の芸術祭に対して行った現地調査によ

ると、芸術祭関連の作品や施設に近いことから

小荒戸村の住民は芸術祭の開催期間中、芸術祭

の関連情報や芸術祭関連の人々を受け入れてい

る。そのため、小荒戸村の住民は芸術作品の制

作を共同で行うことに積極的である。このこと

を示す作品を三つの例を挙げたい。 

まず、関根哲男によって制作された《帰って

きた赤ふん少年》という作品を考察する。この

作品は、地元の住民が少年時代に赤いパンツを

着て渋海川で遊んだ思い出をモチーフにしてお

り、地元の住民の協力を得て完成した木彫作品

である。現在も、この作品は小荒戸村の渋海川

沿岸に展示されており、完成後も地元の人々に

影響を与え続けている。冬季には住民が集まり、

作品に衣服を着せることが恒例となっている。

地元の住民である笠原は、「この作品が昔から

ある作品なんですが、今日（2022 年、筆者の調

査記録時点）に至るまで 13 年間経過した後も、

毎年大切に保管され、人々によってさまざまな

装飾が施されている28。」と述べている。現在、

地元の掲示板には「川沿いの赤ふん少年達（に）

冬の衣服をいただけたら有難いです」と書かれ

ている。これは、住民がこの作品を現代版の

「かさこ地蔵29」として見なしていることを示し

ている。このように住民自身が作品に手を加え

る二次創作の過程を通じて、住民が芸術作品を

どのように捉えるかという視点が変化している

のである。つまり、作品に衣服を着せる行為が、

住民に情感を湧かせ、作品への愛着や二次創作

の意欲を促しているのである。最初は芸術家の

視点から、住民の生活を反映するための作品で

あったが、それが住民自身の視点に変わり、作

品を地元の住民間の新たな絆として見るように

なったのである。この視点の変化により、現在

の作品は芸術家と地元の住民との関係だけでな

く、住民と地域間の新たな関係を生み出してい

ると言える。 

次に、ペルラ・クラウセが制作した《石と

花》について考察する。2009 年の芸術祭の終了

後に、ペルラは地域住民との協働制作の記念と

して、故郷メキシコ特有の石を小荒戸村に残し

た。しかしながら、村の住民はこの石を単に保

管するだけでなく、作品として石を残すべく

様々なアイデアを討議した。最終的に、コンク

リートにその石を埋め込むこととなった。さら

に、作者の名前を小石で作成したサインも追加

した。村の住民たちは、この新たな展示方法を

通じて、小荒戸村と芸術家との物語を記念する

という意図があった。住民が提案した新たな展

示方法は、人々に異なる感動を与えた。同じく

現地で制作活動を行っていたキジマ真紀は「暗

闇の中に天井から吊り下げられて、幻想的な雰

囲気だった空家での展示に比べて、こちらから

は、外の光を浴びたみずみずしい印象と根を張

ったような力強さを感じます30。」と語った。村

の住民は、これまでの芸術家が主導する芸術制

作の枠組みを越えて、自発的な芸術制作の動力

を生み出したと言える。その結果、住民は既存

の芸術作品に新たな表現形式を加え、芸術が地

元の地域に深く根ざす新たな試みを展開したの

である。

最後に取り上げる作品はキジマによる《ファ

ンシーガーデン》である。村の住民は、アーテ

ィストが主催したワークショップに参加するこ
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とで、野菜ネット、ストロー、モールなどの日

常生活用品を活用して植物を制作し、自分の感

情を表現する方法を学んだ。キジマが指導した

《ファンシーガーデン》が完成してから 2 年後

の 2011 年に生まれた「小荒戸雪アート」は、村

の住民が自分たちの学んだ制作方法を活用して

自分たちの感情を自発的に表現することを示し

ている。2011年 3月 11 日、東日本大震災が発生

し、その後近くの新潟県十日町市でも地震が発

生し、小荒戸村も影響を受けた。震災で亡くな

られた人の冥福を祈り、今でも厳しい避難生活

を送られている人に寄り添うため、小荒戸村の

住民は雪のローソクアート活動を自発的に開催

した。そして、毎年 3月 11 日にはこの活動を行

うことを決定したのである。この活動は小荒戸

村全体で行われ、各家庭の道路沿いに積もった

雪を利用して小さな展示スペースを作り、そこ

に祈りの感情を象徴する芸術作品とろうそくを

置く。「松代おやっこ村」のブログには、住民

が雪の中に置いた祈りの芸術作品の中に、キジ

マから学んだ野菜ネットなどで植物を作る方法

を活用した祈りのための花束がある31。これによ

り、住民が過去の芸術家との協働作業中に学ん

だ技術を自分たちの理解に基づき、自分たちの

感情や願いを伝える新たな表現として日常生活

に取り入れていることが確認できる。

小荒戸村の資料を調べていく中で、筆者はこ

の村で行われた活動の記録がまだ少ないことに

気づいた。より詳細な現地の状況を理解するた

めに、筆者は 2022 年 10月 30 日に「大地の芸術

祭公募展ツアー」に参加して小荒戸村で現地調

査を行った。筆者は、地域住民である笠原の案

内の下で、地元の住民が以前の芸術家の指導の

下で参加した芸術作品だけでなく、その後の地

元の住民が芸術家から学んだ技法を活用して作

った強烈な地元の特色を持つ新たな芸術作品も

前述した通り見ることができた。これらの自発

的に制作された芸術作品を通じて、筆者は小荒

戸村が大地の芸術祭に参加した後に生じた芸術

創作に対する積極的な態度を強く感じた。 

さらに重要なことは、地域住民の芸術に対す

る態度は芸術活動の期間だけでなく、芸術活動

が終了した後の日常生活にも続いていることで

ある。笠原によると、2015 年以降は外部の芸術

家が村に入って芸術活動を行うことが少なくな

ったにもかかわらず、地元の住民は依然として

芸術に対して積極的な態度を保ち続けている。

住民たちは「小さな集落でも楽しい事を実施

し、明るい集落を楽しみたいと思う、笑顔を忘

れないようにしよう32」と主張し、2022年 4月か

ら 10 月まで地域住民である富沢とみ子と笠原等

が「作家」となり、「小荒戸村芸術展」を開催

した。これは「道端アート」作品（11 点）と

「草藪アート」作品（20 点）に分けられ、村の

道路に沿って展示されている。「道端アート」

とは住民が日頃目にする石や木に人物や動物の

図案を描き、生活の場に設置し、道行く人々に

小さな楽しみを提供するものである。「草藪ア

ート」とは住民の生活の写真をプラスチックの

ドームに収めて時間の停止した小さな展示空間

を創出し、「小荒戸の地で生まれた人々が成長

していく姿がドーム内で展開され、人間ドラマ

が展開されている33」という地元の人々の望みを

通じて表現され、草むらに設置される。2022 年

のフィールドワークで感じたのは、最初に芸術

活動を始めた住民の芸術への愛着、さらには自

発的な芸術活動による新たな意識が、村の日常

生活の中に深く溶け込んでいるということであ

る。こうした新たな意識は、地域住民の日常生

活への認識の変化だけでなく、地域の人にとっ

ての新しいライフスタイルの再思考や選択の可

能性を提供しているのである。 

以上の活動事例と実地調査により、「第三段

階で得られる『儀式感』」と呼べるものがある

ことが分かった。これは次のプロセスにおいて

形成されるものである。すなわち地域住民が芸

術活動への参加回数が増えるにつれて、またそ

れと同時に参加過程で得られる儀式感の影響を

受けるにつれて、芸術活動への態度が受動的な

参加から能動的な参加へと変わり、そして芸術

活動が日常生活の一部となる。この段階で形成

される儀式感は、芸術活動を地域ライフスタイ

ルに組み込む新たな意識として現れる。具体的

には、自発的な芸術活動を通じて、地域住民の

芸術活動への自発性が高まり、地域生活の価値

を自発的に探究する駆動力が持続的に提供さ

れ、最終的に芸術活動を地域ライフスタイルに

組み込む新たな意識が生まれるのである。した

がって、この段階の儀式感の影響を受けて形成

される共同体は、地域生活への内的探究意欲が

持続し、内発的共同体が形成されると筆者は推

測する。

この内発的な共同体は、地域住民が芸術家と

の双方向の関係性を内在化し、持続可能なもの

として形成される。具体的には、地域住民は芸

術活動の中で、元の芸術家に取って代わる形で

芸術を日常生活に融合させる。住民は地域に対

する新たな認識を基に、芸術を活用し、新たな

ライフスタイルの可能性を自発的に創造する。

したがって、この段階の共同体は人々の自発意

識の推進によって形成されるものであり、強い

内発性を持つ持続可能な共同体のことである。

結び 今後の課題 

以上のとおり、芸術活動は地域の新たな共同

体の構築を促進するものである。人々の芸術に
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対する理解が深まると、芸術活動中に生じる儀

式感も徐々に変化し、それが地元の住民の日常

生活に影響を及ぼすことが分かった。芸術活動

への参加を通じて生まれる儀式感は、人々が日

常生活に対する注目を持続的に拡大させ、それ

により既存の共同体の基盤上で新たな共同体を

構築するのである。その結果、住民の生活が豊

かになり、日常生活が緩やかな螺旋を描いて上

昇していく。最後には持続可能な内発的な共同

体を構築することが明らかとなった。 
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（図 1）「ファンヘネップの通過儀礼理論」筆者作成 

（図 2）「儀式感形成までプロセス」筆者作成 

（表１）津南町

HPhttps://www.town.tsunan.niigata.jp/site/kanko/arttr
iennial.html に参考して筆者作成

（表２）現代アートよ永遠ナーレ

HPhttp://eiennare.site/limbus_event.html に参考して

筆者作成 
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"Sense of Ritual" in the Reconstruction of the Local Community: Case Study on the 
Echigo-Tsumari Art Triennale 

HU YIHANG 

This thesis explores the integration of art into rural revitalization processes in Japan following the 1980s, a 
period marked by renewed attention to urban-rural disparities. It discusses the emergence of art activities as “ritual” 
behaviors shaping the creation of new rural communities. The thesis focuses on the “Echigo-Tsumari Art Triennale” 
as a case study, employing field research and case studies to provide an in-depth analysis. 

The thesis is structured into three chapters. The first chapter draws on theories by Jane Ellen Harrison regarding 
the relationship between art and ritual, and Arnold van Gennep’s theory of rite of passage, to outline how regional 
art activities induce shifts in internal spiritual awareness among participants, thereby summarizing the concept of 
“Sense of ritual” elements in regional art activities. The second chapter introduces the ongoing nature of the 
Echigo-Tsumari Art Triennale. The third chapter analyzes the three stages of “Sense of ritual” change in residents' 
participation in artistic activities during the Echigo-Tsumari Art Triennale and examines its impact on community 
building. Ultimately, the study concludes by discussing how artistic activities in modern society facilitate the 
formation of new regional communities. 

Research reveals that while rural artistic endeavors provide residents with a collective sense akin to ritual 
participation, there remains a distinct gap between artistic activities and traditional rituals. This gap stems from 
participants' newfound understanding of daily life during these activities, termed as “Sense of ritual” awareness. 
Specifically, residents engaging in the Echigo-Tsumari Art Triennale undergo a transformative process: from a 
desire to reevaluate rural regions, to a yearning to explore and utilize local resources, and ultimately to forming a 
new understanding of lifestyle through staged ritualistic changes. Facilitated by these “Sense of ritual”, the 
community constructed during the event gradually transforms from a temporary community into a relatively 
sustainable community based on the interactions between artists and local residents. Eventually, it evolves into a 
new, self-sustaining community formed spontaneously by the residents. 
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